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(57)【要約】
【課題】対象体の多数の速度に関する情報に基づいて対
象体の速度変化を3次元で示す3次元映像を形成する超音
波システム及び方法を開示する。
【解決手段】超音波システムは、反射体を有する対象体
に設定された各走査線に沿って超音波信号を送信し、前
記対象体から反射される超音波信号を受信して受信信号
を形成する送受信部と、前記受信信号に基づいて前記反
射体の位置情報と多数の速度を示す映像信号を形成する
信号処理部と、前記映像信号に基づいて前記対象体内の
反射体の速度を3次元で示す3次元映像を形成する映像処
理部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射体を有する対象体に設定された各走査線に沿って超音波信号を送信し、前記対象体
から反射される超音波信号を受信して受信信号を形成する送受信部と、
　前記受信信号に基づいて前記反射体の位置情報と多数の速度を示す映像信号を形成する
信号処理部と、
　前記映像信号に基づいて前記対象体内の反射体の速度を3次元で示す3次元映像を形成す
る映像処理部と、
　を備えることを特徴とする超音波システム。
【請求項２】
　前記多数の速度のそれぞれに該当するカラーを提供するマッピングテーブルを格納する
格納部をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
　前記映像処理部は、前記映像信号に基づいて前記反射体の多数の速度で基準速度を設定
し、前記映像信号及び前記基準速度に基づいて前記反射体の位置及び前記基準速度を3次
元位置に示す多数のボクセルからなり、前記マッピングテーブルに基づいて各ボクセルの
基準速度に該当するカラーで前記各ボクセルを表示する前記3次元映像を形成することを
特徴とする請求項２に記載の超音波システム。
【請求項４】
　前記映像処理部は、前記映像信号に基づいて前記反射体の多数の速度で基準速度を設定
し、前記映像信号及び前記基準速度と前記マッピングテーブルに基づいて前記基準速度に
該当するカラーを設定し、前記反射体の位置及び前記カラーを3次元位置に示す多数のボ
クセルからなり、各ボクセルの基準速度に該当するカラーで前記各ボクセルを表示する前
記3次元映像を形成することを特徴とする請求項２に記載の超音波システム。
【請求項５】
　前記映像処理部は、前記映像信号に基づいて前記反射体の位置及び多数の速度を3次元
位置に示す多数のボクセルからなり、前記マッピングテーブルに基づいて各ボクセルの速
度に該当するカラーで前記各ボクセルを表示する前記3次元映像を形成することを特徴と
する請求項２に記載の超音波システム。
【請求項６】
　前記映像処理部は、前記マッピングテーブルに基づいて前記反射体の速度のそれぞれに
該当するカラーを設定し、前記映像信号及び前記カラーに基づいて前記反射体の位置及び
前記カラーを3次元位置に示す多数のボクセルからなり、各ボクセルの速度に該当するカ
ラーで前記各ボクセルを表示する前記3次元映像を形成することを特徴とする請求項２に
記載の超音波システム。
【請求項７】
　前記映像処理部は、前記マッピングテーブルに基づいて前記反射体の速度に該当するカ
ラーを設定し、前記映像信号及び前記カラーに基づいて前記反射体の位置及び前記カラー
を3次元位置に示す多数の3次元グラフからなり、前記マッピングテーブルに基づいて各3
次元グラフの基準速度に該当するカラーで前記各3次元グラフを表示する前記3次元映像を
形成することを特徴とする請求項２に記載の超音波システム。
【請求項８】
　ユーザから前記3次元映像に基準断面を設定する基準断面設定情報の入力を受ける入力
部をさらに備え、
　前記映像処理部は前記基準断面設定情報に基づいて前記3次元映像に前記基準断面を設
定し、前記基準断面に該当する基準断面映像を形成することを特徴とする請求項１に記載
の超音波システム。
【請求項９】
　ディスプレイ部をさらに備え、
　前記映像処理部は、前記3次元映像をリアルタイムで形成し、予め設定された個数の3次
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元映像を予め定められた時間の間、前記ディスプレイ部を通じてディスプレイするように
することを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項１０】
　前記受信信号は、2次元映像を形成するための第1の受信信号と前記2次元映像に設定さ
れる関心領域に該当する3次元映像のための第2の受信信号を備えることを特徴とする請求
項１に記載の超音波システム。
【請求項１１】
　前記関心領域は、カラーボックスを備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波シ
ステム。
【請求項１２】
　a)反射体を含む対象体に設定された各走査線に沿って超音波信号を送信し、前記対象体
から反射される超音波信号を受信して受信信号を形成する段階と、
　b)前記受信信号に基づいて前記反射体の位置と多数の速度に関する情報を含む映像信号
を形成する段階と、
　c)前記映像信号に基づいて前記対象体内の前記反射体の速度を3次元で示す3次元映像を
形成する段階と
　を備えることを特徴とする超音波映像形成方法。
【請求項１３】
　前記多数の速度のそれぞれに該当するカラーを提供するマッピングテーブルを設ける段
階をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１４】
　前記段階c）は、
　前記映像信号に基づいて前記反射体の多数の速度で基準速度を設定する段階と、
　前記反射体の位置及び前記基準速度を3次元位置に示す多数のボクセルからなり、前記
マッピングテーブルに基づいて各ボクセルの基準速度に該当するカラーで前記各ボクセル
を表示する前記3次元映像を形成する段階と
　を備えることを特徴とする請求項１３に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１５】
　前記段階c）は、
　前記映像信号に基づいて前記反射体の多数の速度で基準速度を設定する段階と、
　前記マッピングテーブルに基づいて前記基準速度に該当するカラーを設定する段階と、
　前記映像信号及び前記カラーに基づいて前記反射体の位置及び前記カラーを3次元位置
に示す多数のボクセルからなり、各ボクセルの基準速度に該当するカラーで前記各ボクセ
ルを表示する前記3次元映像を形成する段階と
　を備えることを特徴とする請求項１３に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１６】
　前記段階c）は、前記映像信号に基づいて前記反射体の位置及び多数の速度を3次元位置
に示す多数のボクセルからなり、前記マッピングテーブルに基づいて各ボクセルの速度に
該当するカラーで前記各ボクセルを表示する前記3次元映像を形成する段階を備えること
を特徴とする請求項１３に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１７】
　前記段階c）は、
　前記マッピングテーブルに基づいて前記反射体の多数の速度に該当するカラーを設定す
る段階と、
　前記映像信号及び前記カラーに基づいて前記反射体の位置及び前記カラーを3次元位置
に示す多数のボクセルからなり、各ボクセルの速度に該当するカラーで前記各ボクセルを
表示する前記3次元映像を形成する段階と
　を備えることを特徴とする請求項１３に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１８】
　前記段階c）は、
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　前記反射体の多数の速度から基準速度を設定し、前記マッピングテーブルに基づいて前
記反射体の速度のそれぞれに該当するカラーを設定する段階と、
　前記映像信号及び前記カラーに基づいて前記位置及び前記カラーを3次元位置に示す多
数の3次元グラフからなり、前記マッピングテーブルに基づいて各3次元グラフの基準速度
に該当するカラーで前記各3次元グラフを表示する前記3次元映像を形成する段階と
　を備えることを特徴とする請求項１３に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１９】
　ユーザから前記3次元映像に基準断面を設定する基準断面設定情報の入力を受ける段階
と、
　前記基準断面設定情報に基づいて前記3次元映像に前記基準断面を設定する段階と、
　前記基準断面に該当する基準断面映像を形成する段階と
　をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の超音波映像形成方法。
【請求項２０】
　前記3次元映像をリアルタイムで形成し、予め定られた個数の3次元映像を予め設定され
た時間の間ディスプレイする段階をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の超
音波映像形成方法。
【請求項２１】
　前記受信信号は、2次元映像を形成するための第1の受信信号と前記2次元映像に設定さ
れる関心領域に該当する3次元映像のための第2の受信信号を含むことを特徴とする請求項
１２に記載の超音波映像形成方法。
【請求項２２】
前記関心領域はカラーボックスであることを特徴とする請求項２１に記載の超音波映像形
成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波分野に関し、特に超音波映像を形成する超音波システム及び方法に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　超音波システムは、多様に応用されている重要な診断システムの中の一つである。特に
、超音波システムは対象体に無侵襲及び非破壊特性を有しているために、医療分野に広く
用いられている。近来の高性能超音波システムは対象体の内部の2次元または3次元映像を
生成するのに用いられる。
【０００３】
　一般に、超音波システムはプローブ、ビームフォーマ、信号処理部、映像処理部及びデ
ィスプレイ部を備える。超音波信号を送受信するためのプローブは超音波信号と電気的信
号を相互変換するための多数の変換素子を備える。プローブの各変換素子は別途に超音波
信号を発生し、複数の変換素子が同時に超音波信号を発生させることもある。各変換素子
で送信された超音波信号は対象体内部の音響インピーダンス(Acoustic impedance)の不連
続面(反射体の表面)で反射される。各変換素子は個別に反射された超音波信号を電気的信
号に変換して受信信号を形成する。ビームフォーマは対象体の集束点と各変換素子の位置
を考慮して超音波信号の送信集束及び受信集束をする。信号処理部は受信信号のアナログ
-デジタル変換、増幅及び多様な信号処理を行う。映像処理部は信号処理部で出力される
信号に基づいて対象体の超音波映像を形成し、ディスプレイ部は超音波映像をディスプレ
イする。
【０００４】
　一方、超音波システムはドップラー効果(Doppler effect)を用いて対象体内で動く反射
体の速度を表示するカラーフロー映像(Color flow image)を提供する。カラーフロー映像
はリアルタイムで血流を視覚化することができるだけでなく、太い血管での速い血流から
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細い血管での遅い血流まで広範囲な血流の状態を表現することができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１９４４７７号公報
【特許文献２】特開２００８－１０００６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の超音波システムは、対象体の速度をカラーフロー映像で提供するが、対象体での
反射体の速度変化は映像で提供しない。これによって、ユーザは対象体での反射体の速度
変化を直観的に区別することができないという問題がある。
【０００７】
　本発明は、対象体の反射体の速度変化を映像で提供できない問題を解決することができ
る超音波システム及び方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施例による超音波システムは、反射体を有する対象体に設定された各走査線
に沿って超音波信号を送信し、前記対象体から反射される超音波信号を受信して受信信号
を形成する送受信部と、前記受信信号に基づいて前記反射体の位置情報と多数の速度を示
す映像信号を形成する信号処理部と、前記映像信号に基づいて前記対象体内の反射体の速
度を3次元で示す3次元映像を形成する映像処理部とを備える。
【０００９】
　また、本発明の実施例による超音波映像形成方法は、a)反射体を含む対象体に設定され
た各走査線に沿って超音波信号を送信し、前記対象体から反射される超音波信号を受信し
て受信信号を形成する段階と、b)前記受信信号に基づいて前記反射体の位置と多数の速度
に関する情報を含む映像信号を形成する段階と、c)前記映像信号に基づいて前記対象体内
の前記反射体の速度を3次元で示す3次元映像を形成する段階とを備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、対象体で反射体の速度変化を3次元映像で形成して提供することがで
き、ユーザが対象体内での反射体の速度変化を直観的に区別することができる効果を奏す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図1は、本発明の実施例による超音波システムの構成を示すブロック図である。図1に示
した通り、超音波システム100は送受信部110、入力部120、制御部130、信号処理部140、
格納部150、映像処理部160及びディスプレイ部170を備える。
【００１２】
　送受信部110は、制御部130の制御によって対象体に超音波信号を送信し、対象体から反
射される超音波信号を受信して対象体の2次元映像のための第1の受信信号を形成し、ユー
ザにより2次元映像に設定された関心領域に該当する第2の受信信号を形成する。ここで、
2次元映像はB-モード(Brightness mode)映像、M-モード(Motion mode)映像、ドップラー
スペクトル映像などを含み、対象体は動く対象体、例えば血流、心臓などを備える。また
、関心領域は対象体の速度変化を3次元で示すための3次元映像を形成するためのものであ
り、一例としてカラーボックスを含む。送受信部110は図2に示された通り超音波信号と電
気的信号とを相互変換するための多数の変換素子112を備えるプローブ、超音波信号が集
束点に集束されるように変換素子に印加される送信パルス信号の送信パターンを形成する
ための送信部(図示せず)及び対象体の集束点と各変換素子の位置を考慮して第1及び第2の
受信信号を受信集束させるための受信部(図示せず)によって具現できる。
【００１３】
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　入力部120は、ユーザの設定情報の入力を受ける。即ち、入力部120はユーザからディス
プレイ部170にディスプレイされた2次元映像に設定される関心領域の位置及びサイズ情報
の入力を受け、対象体内で反射体の速度変化を示す3次元映像に基準断面を設定する基準
断面設定情報の入力を受ける。入力部120はユーザが情報を入力することができるマウス
、キーボード、トラックボールなどを備えることができる。
【００１４】
　制御部130は、入力部120を通じて入力された設定情報に基づいて第1及び第2の受信信号
を形成するための超音波信号の送受信を制御する。一方、制御部130は信号処理部140、映
像処理部160及びディスプレイ部170を制御することもできる。
【００１５】
　信号処理部140は、第1の受信信号に基づいて2次元映像のための第1の映像信号を形成し
、第2の受信信号に基づいて対象体内で反射体の速度変化を示す3次元映像のための第2の
映像信号を形成する。ここで、第2の映像信号はドップラー信号を含むことができる。
【００１６】
　本発明の一実施例によって、信号処理部140は第1の受信信号に基づいて2次元映像のた
めの第1の映像信号を形成し、第2の受信信号に基づいて関心領域内の各走査線に存在する
多数点の軸方向及び横方向での位置(以下、2次元位置という)情報と各点から得られる対
象体の多数の速度情報を含む第2の映像信号を形成する。
【００１７】
　本発明の他の実施例によって、信号処理部140は第1の受信信号に基づいて反射体の軸方
向及び横方向への2次元位置情報と超音波エコー信号の強度(Intensity)情報を含む第1の
映像信号を形成する。信号処理部140は第2の受信信号に基づいて関心領域内の反射体に対
して軸方向及び横方向への2次元位置情報と各反射体の多数の速度に関する情報を含む第2
の映像信号を形成する。
【００１８】
　格納部150は、対象体の速度情報に該当するカラー情報を提供する第1のマッピングテー
ブル、多数の強度情報それぞれに該当するカラー情報を提供する第2のマッピングテーブ
ル及び各強度情報に該当する速度情報を提供する第3のマッピングテーブルを格納する。
映像処理部160は、第1の映像信号に基づいて2次元映像を形成し、第2の映像信号に基づい
て3次元映像を形成する。
【００１９】
　本発明の一実施例によって、映像処理部160は第2の映像信号に基づいて対象体内の反射
体の多数の速度から基準速度を設定する。ここで、基準速度は反射体の多数の速度の平均
速度、最小速度、最大速度などを含むことができる。映像処理部160は、第2の映像信号及
び基準速度情報に基づいて図3に示した通り、反射体の2次元位置(A、L)と基準速度(RS)を
3次元位置(A、L、RS)に示す多数のボクセル(V0～Vm)からなり、各ボクセルを各ボクセル
の基準速度(RS)情報に該当するカラー（C）で表示する3次元映像310を形成する。この時
、映像処理部160は、格納部150に格納された第1のマッピングテーブルに基づいて各ボク
セルの基準速度情報に該当するカラーで各ボクセルを表示する。
【００２０】
　本発明の他の実施例によって、映像処理部160は第2の映像信号に基づいて各対象体の基
準速度情報を設定し、格納部150に格納された第1のマッピングテーブルに基づいて基準速
度情報に該当するカラー情報を設定し、第2の映像信号及びカラー情報に基づいて、図4に
示した通り対象体の位置とカラー（C）を3次元位置(A、L、C)に示す多数のボクセル(V0～
Vn)からなり、各ボクセルをカラー情報に該当するカラー（C）で表示する3次元映像320を
形成する。
【００２１】
　本発明の他の実施例によって、映像処理部160は第2の映像信号に基づいて図5に示した
通り2次元位置(A、L)と多数の速度それぞれに該当する速度(S)を3次元位置(A、L、S)に示
す多数のボクセル(V0～Vn)からなり、各ボクセルを該当ボクセルの速度(S)情報に該当す
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るカラー（C）で表示する3次元映像330を形成する。即ち、映像処理部160は各対象体の多
数の速度をそれぞれボクセルで構成する3次元映像330を形成する。この時、映像処理部16
0は格納部150に格納された第1のマッピングテーブルに基づいて各ボクセルを速度情報に
該当するカラーで各ボクセルを表示する。他の実施例によって、映像処理部160は格納部1
50に格納された第1のマッピングテーブルに基づいて多数の速度情報それぞれに該当する
カラーを設定し、第2の映像信号及びカラー情報に基づいて2次元位置(A、L)とカラー（C
）を3次元位置(A、L、C)に示す多数のボクセルからなり、各ボクセルを各ボクセルの速度
(S)情報に該当するカラー（C）で表示する3次元映像を形成することもできる。
【００２２】
　本発明の他の実施例によって、映像処理部160は第2の映像信号に基づいて各反射体の多
数の速度情報で基準速度を設定し、第2の映像信号及び基準速度情報に基づいて図6に示し
た通り2次元位置(A、L)と基準速度(RS)を3次元位置(A、L、RS)に示す3次元グラフ(B0～Bn
)からなり、各3次元グラフを各3次元グラフの基準速度(RS)情報に該当するカラー（C）で
表示する3次元映像340を形成する。
【００２３】
　本発明の他の実施例によって、映像処理部160は第2の映像信号に基づいて対象体内の反
射体の速度変化を3次元に示す3次元速度映像と、第1の映像信号に基づいて強度変化を3次
元で示す3次元強度映像を形成する。より詳細には、映像処理部160は第2の映像信号に基
づいて前述したように対象体内の反射体の速度変化を3次元で示す3次元映像を形成する。
映像処理部160は第1の映像信号に基づいて強度(I)情報に該当する速度(S)情報を設定する
。この時、映像処理部160は格納部150に格納された第3のマッピングテーブルに基づいて
強度(I)情報に該当する速度(S)情報を設定する。映像処理部160は2次元位置(A、L)と設定
された速度(S)を3次元位置に示す多数のボクセルを形成し、各ボクセルを各ボクセルの強
度(I)情報に該当するカラー（C）で表示する3次元映像を形成する。
【００２４】
　一方、映像処理部160は3次元映像に多様な映像処理を行う。
　本発明の一実施例によって、映像処理部160はユーザから入力部120を通じて入力された
基準断面設定情報に基づいて3次元映像に基準断面を設定し、設定された基準断面に該当
する基準断面映像を形成する。一例として、映像処理部160は入力部120を通じて入力され
た基準断面設定情報に基づいて図7に示した通り3次元映像310に基準断面410を設定し、基
準断面410に該当する基準断面映像を形成する。本例では図3に示された3次元映像310に基
準断面を設定すると説明したが、それだけに限定されず、前述した実施例を通じて形成さ
れた3次元映像に基準断面を設定し、設定された基準断面に該当する基準断面映像を形成
することもできる。
【００２５】
　本発明の他の実施例によって、映像処理部160は遠近投影法(Perspective projection)
を通じて3次元映像を遠近投影させたり、平行投影法(Orthographic projection)を通じて
3次元映像を平行投影させて3次元投影映像を形成することができる。
【００２６】
　本発明の他の実施例によって、映像処理部160はリアルタイムで3次元映像を形成し、予
め設定された個数の3次元映像を予め設定された時間の間、ディスプレイ部170を通じてデ
ィスプレイするために形成された3次元映像に映像処理を行う。一例として、3次元映像を
ディスプレイする例を図9を参照して説明する。
【００２７】
　3次元映像の個数が1個である時、即ち、n=1である時(S901)、映像処理部160は信号処理
部140から第2の映像信号の入力を受ける(S903)。映像処理部160は受信した第2の映像信号
に基づいて最初の3次元映像(IM1)を形成する(S905)。このように形成された3次元映像(IM
1)はディスプレイ部170を通じてディスプレイする(S907)。一方、映像処理部160は3次元
映像(IM1)を格納部150に格納することができる。
【００２８】
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　続いて、映像処理部160は、ディスプレイされる3次元映像の個数が所定の個数(例、5)
と同じであるか、大きいかを確認する(S909)。もしディスプレイされる3次元映像の個数
が所定個数より小さい場合、n=n+1と設定し(S911)、映像処理部160は3次元映像をディス
プレイすることを終了する命令語が入力されたかを確認する(S915)。終了命令語が入力さ
れていなければ、段階S903から再び行われる。反面、ディスプレイされる3次元映像の個
数が所定個数と同一であるか或いは多い場合、映像処理部160は(n-N+1)番目の3次元映像
をディスプレイされた3次元映像の中から除去し(S913)、ステップ(S915)に移る。
【００２９】
　本発明の実施例で複数の3次元映像が同時にディスプレイされる時、以前に形成された3
次元映像は現在形成される3次元映像より相対的に低い明るさでディスプレイできる。例
えば、2つの3次元映像(IM1、IM2)がディスプレイされる時、映像処理部160は最初の3次元
映像(IM1)に第1の加重値(例、0.8)を加えてディスプレイすることができる。また、3つの
3次元超音波映像(IM1、IM2、IM3)が同時にディスプレイされる時、映像処理部160は3次元
超音波映像(IM1)には第2の加重値(例、0.6)を印加し、3次元超音波映像(IM2)に第1の加重
値を印加してディスプレイすることができる。
【００３０】
　以後、映像処理部160はユーザから終了要請があるまで前述した手続を反復する。本実
例では5つの3次元映像をディスプレイ部170に同時にディスプレイすると説明したが、そ
れだけに限定されず、当業者であれば必要に応じて同時にディスプレイされる3次元映像
の個数及び加重値を変更することができることを十分に理解することができる。
【００３１】
　ディスプレイ部170は2次元映像、3次元映像及び基準断面映像をディスプレイする。本
発明の一実施例によって、ディスプレイ部170は3次元映像のみをディスプレイする。本発
明の他の実施例によって、ディスプレイ部170は2次元映像と3次元映像を同時にディスプ
レイする。一例として、ディスプレイ部170は図8に示された通り2次元映像510と3次元映
像310を同時にディスプレイする。一方、ディスプレイ部170は2次元映像と3次元映像を互
いに異なる画面にディスプレイすることもできる。
【００３２】
　本発明を望ましい実施例を通じて説明して例示したが、当業者であれば添付した特許請
求の範囲の事項及び範疇を逸脱せず、様々な変形及び変更がなされることが分かる。
【００３３】
　一例として、本実施例では対象体の多数の速度に関する情報に基づいて3次元映像を形
成することを説明したが、それだけに限定されない。他の実施例によって、信号処理部14
0が送受信部110からの第2の受信信号に基づいてカラーボックス内の各走査線に存在する
多数点の軸方向及び横方向での2次元位置と各点で得られる信号の振幅、即ち強度(Intens
ity)情報を含む第2の映像信号を形成し、映像処理部160が第2の映像信号に基づいて強度
の変化を3次元映像で形成することもできる。また、他の実施例によって、映像処理部160
が多数の速度の分散を算出し、算出された分散情報に基づいて3次元映像を形成すること
もできる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施例による超音波システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図1の送受信部の変換素子及び音響レンズと共に走査線及び座標系を示す概略図
である。
【図３】本発明の実施例による対象体の速度変化を3次元映像で示す例示図（その１）で
ある。
【図４】本発明の実施例による対象体の速度変化を3次元映像で示す例示図（その２）で
ある。
【図５】本発明の実施例による対象体の速度変化を3次元映像で示す例示図（その３）で
ある。
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【図６】本発明の実施例による対象体の速度変化を3次元映像で示す例示図（その４）で
ある。
【図７】本発明の実施例による3次元映像に設定される基準断面を示す例示図である。
【図８】本発明の実施例による2次元映像と3次元映像を同時にディスプレイした例示図で
ある。
【図９】本発明の実施例によって複数の3次元映像をディスプレイする方法を示すフロー
チャートである。
【符号の説明】
【００３５】
１１０　送受信部
１２０　入力部
１３０　制御部
１４０　信号処理部
１５０　格納部
１６０　映像処理部
１７０　ディスプレイ部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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